
２０２１年１１月８日 

シブサワ・アンド・カンパニー株式会 代表取締役

渋澤 健 

第二回「新しい資本主義実現会議」コメント 

I 新しい資本主義の起動に向けた考え方 ➡人的資本の向上による社会変革

➡成長と分配の好循環ある豊かな社会

・「緊急」の定義 （優先度など）

コロナ禍に陥った 2020年当時の「緊急」➡現在の状況のおける「緊急」の違い

・グローバルな視点が不可欠

先進国と比べて新興国・途上国のコロナ禍の状況は未だに「緊急」 

・企業価値の再定義 ➡現状維持に甘んじることを断じて許すべきではない

II 成長戦略 ➡新しい資本主義の文脈において新しい産業発展を促す 

☑ ポスト・コロナにおける生活・働き方➡ 例：5G(6G)ホットスポットを地方に

☑ カーボンニュートラル社会 ➡COP26の宣言の具体化

☑ グローバル・ヘルス（国際保健）➡Made With Japanのコア戦略

・DX自身が目的ではなく、上記などの目的を果たす手段

・大学ファンドの財源は財投ではなく、日銀 ETF の現物化を検討

・インパクト会計の検討・研究による企業価値の再定義の可視化

III 分配戦略 ➡将来の成長を支える基盤 

☑ 給付金 ➡ 家計の現預金残高に停滞すべきではない

【2020/3月 1000兆円 →  2021/6月 1072兆円】 

➡ シングルマザーなど生活困窮者の子育て支援に留めるべきでは

例：https://communityfridge.jp/ シングルマザー向けの食料支援 

2020年から岡山県北長瀬市のコニュニティー型商業施設の一角で運営 

フードロスの軽減にもつながる好循環

DXを駆使した 24時間運営システム 

想定登録者数 100名➡現在 426名  参加事業者 66社、個人寄付者 743名 

『おかやま親子応援メール』アンケート（児童扶養手当受給世帯・就学援助世帯） 

食料や生活品などの生活支援 
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資料３ 

https://communityfridge.jp/
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☑ 労働分配率向上 ➡消費や投資など経済活動を促す 

・最低賃金の増額  

・企業経営の変革（新陳代謝の向上）を促す税制措置（設備投資、研究開発、等） 

・零細中小企業向けには DX化の支援 

・過剰な現金保有（例えば、＞純資産）にはペナルティ（課税強化）  

     内部留保課税ではなく。。。 

 

What? 

How? 

分配のインパクトを測定する体制づくり 

GoTo トラベルの再開は必要か 




